
2014 年 2 月 11 日 

一般社団法人 日本船主協会 

 

フィリピンの台風被害に対する支援策：救援物資の輸送協力の延長について 

 

当協会では、2013 年 11 月の台風 30 号上陸により深刻な被害を受けたフィリピンの復旧支

援に資するべく、これまで義援金 10 万 US ドルを同国に寄付するとともに、日本発のコンテ

ナによる救援物資の無償海上輸送協力を実施してきました。また、当協会会員個社も様々な

復旧支援策を展開して参りました。 

当協会は、引き続き海外からの支援を必要としている現地事情に鑑み、昨年 11 月から実施

してきた無償海上輸送協力を下記のとおり延長することといたしましたので、お知らせいた

します。 

記 

 

【引き受け物資】日本からのフィリピン向けの無償救援物資。但し、危険物、動物、制限品

などお引受けできないものがありますので、各社にお問い合わせ下さい。 

【輸送形態】ドライコンテナでの輸送となります。  

【輸送範囲】積港コンテナヤードから揚港コンテナヤードまでとします。  

【積港】各社運航船の国内直接寄港地。詳細はお問い合わせ下さい。 

【揚港】フィリピンにおける各社運航船の直接寄港地。詳細はお問い合わせ下さい。 

【引受条件】 

- 出荷主・荷受人が、①政府・自治体などの公的機関、または②各国政府から認定を受け

た支援団体等（各社基準によります）であること。 

- 出荷主・荷受人の連絡先が明確であり、出発地・到着地での通関手続き、陸上輸送手続

き等は出荷主・荷受人により確実に手配されること。 

- 運航船のスペースやターミナルの状況等により、お引受けを調整させていただく場合が

あること。 

【輸送船社】当協会の会員である川崎汽船、商船三井、日本郵船による輸送となります。 

【期限】2014年3月末までに積港コンテナヤードに搬入される物資を対象とします。但し、

一定量に達したのち締め切らせていただく場合があります。 

以上 

＜お問合せ・お申込み先＞ 

救援物資の輸送に関しましては以下各社に直接お問合せください。 

川崎汽船株式会社 “K” Line (Japan) Ltd.  総務・人事グループ 栄田
さかえだ

 Tel 03-6880-9336 

株式会社商船三井 (株)MOL Japan 関東支社営業企画グループ 神山、首藤 Tel 03-3587-7104

日本郵船株式会社 人事グループ 統轄チーム 小高、甘利 Tel 03-3284-5198 

当協会による輸送協力全般に関するお問合せは以下にご連絡ください。 

  日本船主協会 企画部 石川、中村 Tel 03-3264-7180 

  日本船主協会 総務部 小泉、髙橋 Tel 03-3264-7181 

 


